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⿊⾊を限りなく追及すると完全⿊体に近づく 
 
光を完全に吸収する物質は真っ⿊に⾒える。その吸収の割合を限り
なく 100%に近づけたという記事がこれである。ナノチューブを使
った吸収率 99.9%以上の⿊体は以前より存在したが、その耐久性に
問題があったとのこと。今回の記事は、その耐久性問題を記事の⽅
法にて克服した。広い⽤途への応⽤が期待されるとのこと。技術⽴
国⽇本の⾯⽬躍如たるところである。 
 
 
⿊体（Wikipedia）には次のように記されている。 
 
外部から⼊射する電磁波を、あらゆる波⻑にわたって完全に吸収
し、また熱放射できる物体のこと。全ての波⻑にわたって電磁波を
全く反射しない物体を⿊体と呼ぶ。 
現在、⼯業的に作り出された最も⿊体に近い物質は、99.96 % の光
（電磁波）を吸収するベンタブラックである。 
⿊体の応⽤例は、放射温度計およびサーモグラフィーである。 
 
ベンタブラック（Wikipedia） ナノチューブから構成される[1]、
可視光の最⼤ 99.965%を吸収する既知の最も⿊い物質である[2]。
「成⻑」する垂直なチューブの森から成っている。ベンタブラック
に光が当たると、それを跳ね返すのではなく捉えて、チューブ内を
何度も屈折させ、最終的には熱になる。 
 
1^ a b “Vantablack, the worldʼs darkest material, is unveiled by UK 
firm”. South China Morning Post - World (2014 年 7 ⽉ 15 ⽇). 2014
年 7 ⽉ 19 ⽇閲覧。 
2^ “Vantablack: U.K. Firm Shows Off 'World's Darkest Material'”. 
NBCNews.com (2014 年 7 ⽉ 15 ⽇). 2014 年 7 ⽉ 19 ⽇閲覧。 
 
 
 


